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Summary
Design in publication media are inclined to be experimental 
and edgy compared to that in other fi elds such as advertising. 
Th is characteristic of "book design" in the broad sense of term is 
attributed in part to the prevalence of experimental typesetting 
caused by the complex typesetting system intrinsic to the 
Japanese language.
This course explored three special lectures presented by 
Department of Visual Design in fiscal 2009. The speakers of 
the lectures were Mr. Tatsuro Kiuchi (an illustrator and picture 
book author), Ms. Milky Isobe (an art director and book 
designer) and Mr. Yukimasa Matsuda (a graphic designer). 
In these lectures, the three professionals, who had long been 
involved in book design and typesetting design, talked about 
diverse experiments in "book design" through various projects.
Their special lectures, discussing the cutting-edges and 
uniqueness of the post-war book design trends, off ered inspiring 
insights in our study.
We compiled and published a book based on the three lectures 
introducing many cases of experimental book design titled 
Philosophy of Design Presentation.
The production of this book was an experimental practice of 
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インの持つ、深く多様な「近代デザイン」相対化の傾向
を表現として提示し続けている代表者でもある。
　特別講義の場では、そうしたデザインの現場の「生
なま
」
の言葉でプレゼンテーションが行われたが、その聴講は
稀少な一回性の体験として、かけがえのないものである
が故に、そしてまた一方では、他者の言葉として記録さ
れることによってこそ、はじめてある種の永続性（確定
性）を獲得するものである。本研究における計画と目的
は、この点においてこそ意義が確信される。なによりそ
れは「本」が人間にとって必要とされる最大の動機であ
るからだ。
　「本」のもつ物質性は、しばしばその本来の機能として
のメディア性を裏切って、われわれに予想外の体験をも
たらすことがある。それはまた、デザインするものの主
体（デザイナー）にとってはデザインの操作の不可能性
を突きつけるものであり、同時に未知の可能性を開示す
るものでもある。
　こうして、ここに単行本として定着された「記録」は
明らかに（聴取の）体験そのものではない。そしてまた、
それは体験の再現を目指すものですらない。それはまっ
たく新しい別の媒体であり、デザインの作業が介在する
ことによって、もうひとつの、作家と作品の世界の射影
された「領域」として、世界内に生成されるものだ。
　デザイン（エディトリアルデザイン）はしばしばレイ
アウトの「操作」の技術として語られがちであるが、実
は文字（書体）・画像・紙などの物理的な配置による「も
うひとつ」の構築的過程でもあるのだ。
　いはば別の次元への実体化であり、そこにこそ書物の
成立の意義と秘密（のようなもの）の根幹が潜んでいる。
　そうした認識のもとに、本研究のエディトリアルデザ
インの作業は試行的な実践として位置づけられる。
　そしてさらに述べれば、以上のように、本研究は「デ
ザイン」とその作業をめぐるきわめて自己言及的な「探
索」であるとも言える。しかも結果として提示されるの
は、「言説」としてテキストデータに還元されてしまう
「情報」ではなく、実体としての「本」であることこそが、
なにより本研究を特徴づける最大の「意味」なのである。 単行本「デザイン・プレゼンテーションの哲学」本文、
松田行正氏の講義ページ。
